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え
、
和
田
地
区
の
皆
様
の
担
い

手
と
し
て
活
力
あ
る
活
動
を
展

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
課

題
は
多
義
に
渡
っ
て
お
り
、
町

会
長
会
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
事
例
も
で
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
和
田
地
区
の
皆
様

が
和
田
に
暮
ら
し
て
良
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
よ
う
関
係
の
皆
様

と
協
力
し
て
取
り
組
み
、
素
晴

ら
し
い
和
田
地
区
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非

皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
楽
し
ん
で

暮
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
４
月
に
高
綱
中
学
校
に

着
任
し
ま
し
た
学
校
長
の
濵
中

浩
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

前
任
は
下
伊
那
の
売
木
小
中

学
校
と
い
う
小
学
校
と
中
学
校

が
併
設
し
て
い
る
学
校
で
、
小

中
併
せ
て
も
40
名
程
度
の
小
さ

な
学
校
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
の

大
き
な
学
校
で
少
し
戸
惑
っ
て

お
り
ま
す
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
で
、
な
か
な
か
地
域
と
の

交
流
も
難
し
い
現
状
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

も
終
息
の
様
子
を
見
せ
て
い
ま

す
。
学
校
と
し
て
も
流
行
前
の

状
態
に
少
し
ず
つ
戻
せ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
も
お
世
話

に
な
る
こ
と
も
多
く
な
る
と
思

今
年
度
末
を
も
っ
て
高
綱
中

学
校
を
異
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

私
の
在
任
し
た
３
年
間
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
生
徒
が
ほ
と

ん
ど
地
域
と
の
交
流
す
る
機
会

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
公
民
館
の
方
に
昨
年
度
の

コ
ロ
ナ
禍
に
明
け
暮
れ
、
多

く
の
行
事
等
が
中
止
や
縮
小
を

与
儀
な
く
さ
れ
た
２
年
間
で
あ

り
ま
し
た
。
町
会
長
各
位
や
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
町
会
長
会
会
長
を

務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

後
任
に
は
防
災
に
詳
し
い
井

野
根
栄
雄
様
に
担
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
で
き
大
変
喜
ん
で
お

り
ま
す
。

今
後
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道

や
松
本
環
状
高
家
線
、
松
本
臨

空
工
業
団
地
等
将
来
に
向
け

た
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す

の
で
、
新
た
な
体
制
の
中
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
和
田
地
区
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

和田の
世帯数・人口
世帯数� 1 , 5 0 9 戸
人　口� 4 , 1 2 7 人
　男� 2 , 0 0 8 人
　女� 2 , 1 1 9 人

（令和5年．5.1現在）

和
田
地
区
の
皆
さ
ん
「
元
気

で
す
か
ー
」
勢
い
と
元
気
が
取

り
柄
の
令
和
５
年
度
、
６
年
度

の
和
田
地
区
町
会
長
会
会
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
衣
外
町
会

の
井
野
根
栄
雄
と
申
し
ま
す
。

今
年
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て�

42
年
間
の
消
防
職
員
人
生
に

い
っ
た
ん
終
止
符
を
打
ち
、
大

げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
松
本

広
域
住
民
の
安
全
に
身
を
張
っ

て
勤
務
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

今
後
は
和
田
地
区
の
皆
様
の

た
め
に
昨
年
ま
で
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
た
吉
田
前
会
長
の
実
績

を
マ
イ
ナ
ス
に
し
な
い
よ
う
体

を
張
っ
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

コ
ロ
ナ
は
今
年
５
月
に
５
類

感
染
症
に
変
更
さ
れ
、
少
し

ず
つ
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
和
田
地
区
の
行
事
等
も
無

理
の
な
い
よ
う
回
復
を
と
考

型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
も
少
な
く

な
り
、
本
格
的
な
地
域
と
の
関

わ
り
も
再
開
で
き
そ
う
で
す
。

ぜ
ひ
、
高
綱
中
生
を
地
域

の
中
で
生
か
し
、
活
躍
の
場
を

与
え
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
３
年
間
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前会長
吉田義建

新会長
井野根栄雄

和
田
地
区
町
会
長
会

前
・
新
会
長
あ
い
さ
つ

高
綱
中
学
校

前
・
新
校
長
あ
い
さ
つ

前校長
清水伸行

新校長
濵中　浩

福祉ひろば
新コーディネーター
大和美祐貴

和田公民館
新主事

北澤圭祐

70
周
年
記
念
事
業
に
関
わ
っ
て

頂
い
た
り
、
和
田
地
区
の
文
化

祭
で
吹
奏
楽
部
が
演
奏
さ
せ
て

も
ら
っ
た
り
、
学
校
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
今
年
度
か
ら
は
新

い
ま
す
が
、
学
校
や
子
供
た
ち

の
た
め
に
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。お

世
話
に
な
り
ま
し
た

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

和
田
公
民
館　

前
主
事

�

中
田
　
真
美　

�

環
境
保
全
課
へ
異
動

福
祉
ひ
ろ
ば　

　

前
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

上
條
　
尚
美　

�

退
職

お
世
話
に
な
り
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
す
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3
月
21
日
に
西
善
寺
に
お
い

て
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
決
し
て
広
く
は
な
い
寺

堂
に
入
る
と
、
大
き
な
仏
像
と

什
物
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
専
門
家
か
ら
説
明
を
受
け

背
景
を
知
り
仏
像
を
拝
見
す
る

と
、
素
人
で
も
理
解
が
進
み
ま

す
。
１
５
０
年
前
の
境
の
人
々

が
、
壊
さ
れ
る
運
命
に
な
っ
た

念
来
寺
か
ら
阿
弥
陀
三
尊
像

を
運
び
出
し
、
光
背
上
部
を

切
っ
て
ま
で
中
央
に
安
置
し
た

こ
と
を
思
う
と
、
安
住
の
地
を

得
た
仏
様
が
子
孫
を
守
っ
て
く

れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
西
善
寺
の
多
く
の
宝
を

守
っ
て
い
る
地
区
の
皆
さ
ん
の

ご
苦
労
を
思
う
と
と
も
に
、
ま

さ
に
郷
土
の
宝
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。�

（
衣
外　

加
々
美
）

や
ね
よ
り
た
か
い　

　

こ
い
の
ぼ
り

お
お
き
い
ま
ご
い
は　

　

お
と
う
さ
ん

ち
い
さ
い
ひ
ご
い
は　

　

こ
ど
も
た
ち

お
も
し
ろ
そ
う
に　

　

お
よ
い
で
る

住
宅
事
情
や
少
子
化
の
せ
い

か
近
年
こ
い
の
ぼ
り
を
見
る
こ

と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
目

に
し
た
時
は
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

日
差
し
も
強
く
な
り
、
静
か

に
春
を
待
っ
て
い
た
田
畑
は
あ

ち
こ
ち
緑
の
絨
毯
が
敷
か
れ
賑

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
雑
草
も
順
調

に
伸
び
て
い
ま
す
（
大
変
！
）

こ
の
時
期
、
作
る
の
も
食
べ

る
の
も
好
き
な
私
は
新
芽
の
ヨ

モ
ギ
を
摘
み
小
豆
を
煮
て
米
粉

で
団
子
を
作
り
、
あ
ん
こ
や
き
な

粉
を
ま
ぶ
し
、
子
ど
も
達
や
ご

近
所
さ
ん
達
と
お
茶
を
飲
ん
だ

も
の
で
す
。
自
己
満
足
で
も
手

作
り
お
や
つ
は
最
高
で
す
。

マ
ス
ク
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
っ

た
今
、
集
ま
る
こ
と
も
難
し
い
で

す
が
、
昔
の
よ
う
に
お
茶
菓
子

を
持
ち
寄
り
ワ
イ
ワ
イ
と
他
愛

も
な
い
話
に
「
ア
ハ
ハ
」
と
笑
い

あ
え
る
日
も
遠
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

�

編
集
委
員　

中　

Ｍ
・
Ｔ

こ
い
の
ぼ
り

大涅槃図を見ながら木下館長の
説明を聞く参加者

【
町
内
公
民
館
長
＝
文
化
委
員
】

会　

長
（
和
田
町
）	

窪
田　

敏
郎

副
会
長
（
境
）	

久
保
原
今
朝
登

会　

計
（
中
）	

中
野　

尚
史

	

（
蘇
我
）	

萩
原　

武
文

	

（
衣
外
）	

上
條　
　

修

	

（
殿
）	

上
原　

伝
一

	

（
南
和
田
）	

山
腰　

広
輝

	

（
太
子
堂
）	

田
中　

重
憲

	

（
下
和
田
）	

後
藤　

善
弘

	

（
西
原
）	

後
藤　

高
子

【
体
育
委
員
】

委
員
長	

（
太
子
堂
）	

藤
澤　
　

享

　

同	

（
太
子
堂
）	

藤
澤　

俊
和

副
委
員
長	（
中
）	

川
崎　

弘
俊

　

同	
（
蘇
我
）	

萩
原　

勇
亮

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員	

上
條　

信
男

	
	

外
立　

美
咲

	
	

奥
原
加
代
子

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者	
田
中　

智
子

	
	

新
井　

尚
美

	
	

齋
藤　

幸
弘

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉	

田
中　

智
子

	
	

北
沢　
　

薫

〈
野
球
〉		

塩
原　

治
樹

	
	

津
田　

峻
輔

〈
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
〉	

赤
羽　

寿
文

	
	

上
原　

恵
子

〈
卓
球
〉		

相
河　

武
志

	
	

藤
澤　

裕
二

〈
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
〉	

馬
場　

安
彦

	
	

百
瀬
富
久
子

〈
町
会
選
出
〉

（
蘇
我
）	

山
下　

泰
弘	

松
島　

正
幸

（
衣
外
）	

亀
野　

大
介	

小
林　

降
也

（
殿
）　	

進
藤　

晶
宏	

田
中　

靖
啓

（
南
和
田
）	

窪
田　

健
一	

百
瀬　

友
彦

（
太
子
堂
）	

津
田　

貴
史	

廣
部　

政
之

（
中
）	

川
崎　

弘
俊	

田
村　
　

諒

（
和
田
町
）	

福
澤　

光
宏	

三
溝　

文
彦

（
下
和
田
）	

百
瀬　

洋
司	

後
藤　

佳
明

（
境
）	

岡
村　
　

学	

提　
　

伸
一

（
西
原
）	

丸
山　

倫
啓	

野
尻
美
貴
子

【
館
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長	

（
和
田
町
）	

窪
田　
　

潔

副
委
員
長	

（
衣
外
）	

加
々
美
直
子

	

（
蘇
我
）　	

永
田　

絵
里

	

（
殿
）　　
　

	

菊
池
由
美
子

	

（
南
和
田
）　	

長
谷
川
和
代

	
（
太
子
堂
）　	

渡
辺　

裕
子

	
（
中
）　　
　

	

遠
山　

雅
子

	
（
下
和
田
）　	

輿　
　

文
恵

	

（
境
）　　
　

	

塩
原
真
由
美

	

（
西
原
）　	

堀　
　

幸
一

【
図
書
視
聴
覚
委
員
会
】

委
員
長	

（
中
）	
赤
羽
由
美
子

副
委
員
長	

（
境
）　　

	
遠
山
由
紀
子

	

（
蘇
我
）　	

石
原　

可
南

	

（
衣
外
）　	

赤
羽　

晶
子

	

（
殿
）　　

	

百
瀬　

祐
子

	

（
南
和
田
）	

福
澤　

美
幸

	

（
太
子
堂
）　	

輿　
　

明
美

	

（
和
田
町
）　	

萩
原　

和
江

	

（
下
和
田
）　	

吉
田　

明
子

	

（
西
原
）　	

久
保
田
牧
子

【
公
民
館
運
営
委
員
】

委
員
長	

（
中
町
会
長
）	

中
野　

浩
史

	

（
蘇
我
町
会
長
）	

萩
原　

継
久

	

（
衣
外
町
会
長
）	

井
野
根
栄
雄

	

（
殿
町
会
長
）	

西
山　

雅
彦

	

（
南
和
田
町
会
長
）
窪
田　

芳
久

	

（
太
子
堂
町
会
長
）
山
本　

哲
男

	

（
和
田
町
町
会
長
）
福
澤　

賢
一

	

（
下
和
田
町
会
長
）
吉
田　

秀
行

	

（
境
町
会
長
）	

大
原　

仁
里

	

（
西
原
町
会
長
）	

鈴
木　
　

肇

芝
沢
小
学
校
校
長	

赤
羽　

秀
明

高
綱
中
学
校
校
長	

濵
中　
　

浩

和
田
保
育
園
長	

松
原　

義
文

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表	

田
中　

清
文

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表	

相
河　

智
之

女
性
役
員
会
会
長	

濱
口　

尚
子

Ｊ
Ａ
和
田
支
所
長	

斎
藤　
　

茂

民
生
児
童
委
員
会
長	

川
窪　
　

茂

消
防
分
団
長	

赤
羽　
　

悟

安
協
支
部
長	

中
野　

尚
史

商
工
親
和
会
長	

上
條　

康
敬

松
本
市
議
会
議
員	

太
田　

正
徳

こ
ど
も
会
育
成
会
長	

近
藤　

秀
祐

地
区
生
活
支
援
員	

上
原　

恵
子

※	

町
内
公
民
館
長　

体
育
、館
報
編
集
、

図
書
視
聴
覚
各
委
員
長
を
含
む

【
文
化
財
調
査
委
員
】

	

（
蘇
我
）	

加
藤　

幸
男

	

（
衣
外
）	

赤
羽　

節
男

	

（
殿
）	

上
條　

一
夫

	

（
南
和
田
）	

大
野　

浩
司

	

（
太
子
堂
）	

渡
邊　

孝
一

	

（
中
）　	

中
野　

方
文

	

（
和
田
町
）	

福
澤　

賢
一

	

（
下
和
田
）	

尾
上　

彰
宏

	

（
境
）	

宮
島　

伸
一

	

（
西
原
）	

田
中　

勝
成

※
町
内
公
民
館
長
を
含
む

【
和
田
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
】

セ
ン
タ
ー
長	

村
山　

佳
子

公
民
館
長	

萩
原　

良
治

　
　

主
事	

北
澤　

圭
祐

令
和
５
年
度　
和
田
公
民
館
役
員
紹
介

和田公民館アンケート調査の結果のお知らせ
運動会

見直して
継続 9%

見直して
継続 9%

夏季・冬季球技大会

代替事業 54%代替事業 59%

中止 30%中止 22%

その他
7%その他

10%

調査にご協力ありがとうございました。回収率は約53％で、運動会・夏季冬季球技
大会とも自由参加の代替事業を望む声が最も多く50％を超える結果となりました。
この結果を踏まえ本年度の事業計画を町内公民館長会及び体育委員会で検討し公民館
運営委員会で承認いただきました。詳細は公民館だよりをご覧ください。

講演会
開催

�
松
本
市
博
物
館�

木
下�

守�

館
長

受
け
継
ぎ
伝
え
る
郷
土
の
文
化
財

西
善
寺
の
た
か
ら


